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平
成
14
年
５
月
14
日
、
猪
苗
代
町
の
ヴ
ィ
ラ
・

イ
ナ
ワ
シ
ロ
で
総
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
13
年
度

の
事
業
報
告
・
収
支
決
算
報
告
並
び
に
平
成
14
年

度
の
事
業
計
画
案
・
収
支
予
算
案
が
審
議
さ
れ
原

案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、水
環
境
保
全
基
金
の
創
設
に
つ
い
て
は
、

本
協
議
会
で
検
討
会
を
設
置
し
、
そ
の
あ
り
方
等

を
検
討
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
の
主
な
事
業

①
猪
苗
代
湖
・
裏
磐
梯
湖
沼
水
環
境
保
全
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
開
催
や
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
参
加

②
霞
ヶ
浦
（
茨
城
県
）
の
調
査
研
修

③
湖
沼
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
や
水
環
境
保
全
活

動
団
体
へ
の
支
援
（
助
成
金
交
付
）

④
会
報
紙
「
湖
美
来

み
ず
み
ら
い

通
信
」
の
発
行
、
猪
苗
代

湖
・
裏
磐
梯
湖
沼
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
実
施

な
ど

平
成
14
年
７
月

29
日
、
猪
苗
代
町
の

磐
梯
高
原
ホ
テ
ル

に
お
い
て
、
本
年
度
第
２
回
総
会
が
開
催
さ
れ
、

基
金
創
設
に
関
す
る
会
則
の
一
部
改
正
案
、
湖
美

来
基
金
設
置
要
綱
案
、
基
金
運
営
事
業
計
画
案
、

収
支
予
算
案
な
ど
が
審
議
さ
れ
原
案
の
と
お
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
基
金
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

○
水
環
境
保
全
推
進

員
に
委
嘱
状
交
付

猪
苗
代
湖
及
び
裏

磐
梯
湖
沼
水
環
境
保

全
推
進
員
へ
の
委
嘱

状
交
付
式
並
び
に
講

習
会
が
、
平
成
14
年

４
月
23
日
に
猪
苗
代

町
役
場
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

推
進
員
に
は
、
会
長
（
内
堀
雅
雄
県
生
活
環
境

部
長
）
が
一
人
ひ
と
り
に
委
嘱
状
を
交
付
し
、
活

動
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

推
進
員
の
活
動
内
容
は
、
猪
苗
代
湖
及
び
裏
磐

梯
湖
沼
群
の
定
期
的
な
巡
回
や
生
活
排
水
対
策
等

の
普
及
啓
発
な
ど
で
す
。
皆
様
に
も
推
進
員
活
動

に
対
し
て
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
猪
苗
代
湖
レ
イ
ク
ロ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ク
へ
後
援
・
協
賛

猪
苗
代
湖
や
磐
梯
山
の
自
然
や
魅
力
を
堪
能
で

き
る
「
猪
苗
代
湖
レ
イ
ク
ロ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ク
」
が

平
成
14
年
６
月
１
、
２
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
会
で
は
後
援
団
体
と
し
て
、
啓
発
用
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
及
び
台
所
の
水
切
り
袋
を
参
加
者
に
配

布
し
、
湖
沼
の
水
環
境
保
全
の
啓
発
を
図
り
ま
し

た
。

○
い
な
わ
し
ろ
フ
ィ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
0
2
へ
参
加

平
成
14
年
６
月

８
、
９
日
に
猪
苗

代
町
の
国
立
磐
梯

青
年
の
家
で
、
い

な
わ
し
ろ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
０

２
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

協
議
会
で
は
、

「
湖
沼
の
水
環
境

保
全
」
を
テ
ー
マ

に
、
湖
沼
・
河
川
水

を
展
示
し
、
簡
易
水
質
調
査
、
水
生
昆
虫
や
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
の
観
察
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
と
と
も

に
、
猪
苗
代
湖
・
裏
磐
梯
湖
沼
の
風
景
写
真
を
掲

示
す
る
な
ど
、
水
環
境
保
全
の
普
及
啓
発
と
情
報

の
発
信
に
努
め
ま
し
た
。

地
元
の
方
々
や
次
代
を
担
う
小
中
学
生
と
水

環
境
に
係
る
情
報
や
意
見
の
交
換
が
で
き
ま
し
た

こ
と
は
、
大
変
有
意
義
で
し
た
。

○
水
環
境
保
全
活
動
団
体
へ
助
成
金
交
付

水
環
境
保
全

に
関
す
る
自
主

的
な
普
及
啓
発

活
動
や
調
査
研

究
活
動
等
を
実

施
す
る
流
域
内

の
団
体
に
対
し

て
、
活
動
経
費
の

助
成
事
業
を
本

年
度
か
ら
実
施

す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。今
回
は
、

次
の
３
団
体
か
ら
応
募
が
あ
り
、
活
動
助
成
金
を

交
付
し
ま
し
た
。
各
団
体
の
水
環
境
保
全
活
動
に

期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

・
猪
苗
代
町
立
翁
島
小
学
校

「
水
質
・
水
生
生
物
調
査
、
ア
サ
ザ
の
移
植
な
ど

の
猪
苗
代
湖
に
係
る
総
合
学
習
」

・
猪
苗
代
町
婦
人
連
絡
協
議
会

「
Ｅ
Ｍ
菌
発
酵
液
に
よ
る
生
活
排
水
対
策
の
普
及
啓
発
」

・
北
塩
原
村
立
裏
磐
梯
中
学
校

「
裏
磐
梯
湖
沼
群
の
水
質
や
水
生
生
物
調
査
」

１
目
的

猪
苗
代
湖
及
び
裏
磐
梯
湖
沼
流
域
に
お
け
る
水
環
境

の
保
全
に
関
す
る
活
動
を
情
報
発
信
し
、
広
く
理
解
と

支
援
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
流
域
に
お
け
る
水

環
境
保
全
活
動
の
推
進
を
図
り
、
猪
苗
代
湖
及
び
裏
磐

梯
湖
沼
群
を
美
し
い
ま
ま
未
来
の
世
代
に
引
き
継
い
で

い
く
こ
と
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

２
基
金
の
構
成

「
き
ら
め
く
水
の
ふ
る
さ
と
磐
梯
」
湖
美
来
ク
ラ
ブ

会
費
及
び
募
金
等
で
構
成
し
ま
す
。

３
基
金
の
会
計
処
理

協
議
会
の
特
別
会
計
で
経
理
し
ま
す
。

４
基
金
の
使
途

流
域
内
の
水
環
境
保
全
活
動
に
対
す
る
助
成
事
業
経

費
及
び
普
及
啓
発
事
業
経
費
に
充
て
ら
れ
ま
す
。な
お
、

基
金
は
、
年
度
ご
と
に
必
要
額
を
取
り
崩
し
て
充
当
し

ま
す
。

５
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

∏
寄
付
の
受
付

○
９
月
20
日
ª
よ
り
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

寄
付
金
は
事
務
局
に
直
接
持
参
す
る
か
、
左
記
の
郵

便
振
替
口
座
に
お
振
込
く
だ
さ
い
。

◆
郵
便
振
替
口
座

口
座
番
号
　
０
２
２
５
０-

１-

９
８
１
４
７

加
入
者
名
　
猪
苗
代
湖
・
裏
磐
梯
湖
沼

水
環
境
保
全
対
策
協
議
会

な
お
、
寄
付
の
詳
細
は
事
務
局
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

π
ク
ラ
ブ
会
員
募
集
及
び
募
金
箱
等
に
よ
る
募
金

○
11
月
１
日
ª
よ
り
開
始
し
ま
す
。

○
ク
ラ
ブ
会
員
募
集
に
つ
い
て
は
、会
員
募
集
チ
ラ
シ
、

協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
り
広
く
募
集
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

○
募
金
箱
に
よ
る
募
金

流
域
市
町
村
内
の
施
設
を
中
心
に
募
金
箱
を
設
置
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

６
基
金
の
賛
同
に
つ
い
て

福
島
県
し
ゃ
く
な
げ
大
使
で
あ
る
次
の
方
々
か
ら

も
、
基
金
の
趣
旨
に
賛
同
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

○
小
椋
お
ぐ
ら

佳け
い

（
作
詞
・
作
曲
家
、
歌
手
）

○
坂
本
さ
か
も
と

春
生
は
る
み

（
ú
２
０
０
５
年
日
本
国
際
博
覧
会

協
会
事
務
総
長
）

○
田
部
井

た

べ

い

淳
子
じ
ゅ
ん
こ

（
登
山
家
）

（
敬
称
略
）

「
き
ら
め
く

水
の
ふ
る
さ
と
磐
梯
」

湖
美
来

み
ず
み
ら
い
基
金
を
創
設

平
成
14
年
度
事
業
が
承
認

事
業
の
実
施
報
告

「
き
ら
め
く
水
の
ふ
る
さ
と
磐
梯
」

湖
美
来

み
ず
み
ら
い

基
金
に
つ
い
て



１
　
猪
苗
代
湖

∏
Ｃ
Ｏ
Ｄ

湖
沼
に
お
け
る
有
機
物
に
よ
る
水
質
汚
濁
の
代

表
的
な
指
標
で
あ
る
Ｃ
Ｏ
Ｄ
は
、
湖
心
に
お
い
て

０
・
５
㎎
／
Î
で
し
た
。
湖
心
の
Ｃ
Ｏ
Ｄ
は
昭
和

55
年
度
以
降
０
・
５
㎎
／
Î
未
満
又
は
０
・
５

㎎
／
Î
で
推
移
し
て
お
り
、
環
境
基
準
（
３
㎎
／

Î
）
と
比
較
し
て
も
非
常
に
良
好
な
水
質
を
維
持

し
て
い
ま
す
。

π
全
窒
素
及
び
全
燐

水
質
の
富
栄
養
化
の
代
表
的
指
標
で
あ
る
全
窒

素
及
び
全
燐
は
、
湖
心
で
全
窒
素
が
０
・
２
７

㎎
／
Î
、
全
燐
が
０
・
０
０
３
㎎
／
Î
で
し
た
。

全
燐
に
つ
い
て
は
、
猪
苗
代
湖
特
有
の
自
然
の
浄

化
機
能
が
働
い
て
い
る
た
め
こ
こ
数
年
０
・
０
０

３
㎎
／
Î
を
示
し
て
お
り
、
環
境
基
準
（
０
・
０
１

㎎
／
Î
）
と
比
較
し
て
も
非
常
に
低
い
数
値
と
な

っ
て
い
ま
す
。（
全
窒
素
に
つ
い
て
は
環
境
基
準
が

設
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
）

∫
ｐ
Ｈ

水
の
酸
性
、
ア
ル
カ
リ
性
の
度
合
い
を
示
す
指

数
で
あ
る
ｐ
Ｈ
は
湖
心
で
５
・
８
で
し
た
。

通
常
、
河
川
や
湖
沼
の
ｐ
Ｈ
は
７
前
後
を
示
し

ま
す
が
、
猪
苗
代
湖
は
、
旧
硫
黄
鉱
山
か
ら
の
強

酸
性
の
浸
出
水
や
温
泉
由
来
の
強
酸
性
の
源
泉
が

長
瀬
川
を
通
じ
て
流
入
す
る
た
め
、
湖
岸
付
近
を

除
い
て
酸
性
を
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
鉄
イ
オ

ン
や
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
イ
オ
ン
の
濃
度
が
高
い
こ
と

か
ら
、
長
瀬
川
か
ら
の
流
入
水
が
中
和
さ
れ
る
過

程
で
、
こ
れ
ら
の
イ
オ
ン
と
有
機
性
汚
濁
成
分
が

吸
着
、
結
合
し
て
湖
底
に
沈
む
と
い
う
自
然
の
浄

化
機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
近
年
、
ｐ
Ｈ
の
上
昇
が
続
い
て
お
り
、

自
然
の
浄
化
機
能
が
働
か
な
く
な
る
恐
れ
が
出
て

き
て
い
ま
す
。

２
　
裏
磐
梯
湖
沼

∏
Ｃ
Ｏ
Ｄ

Ｃ
Ｏ
Ｄ
は
桧
原
湖
１
・
８
㎎
／
Î
、
小
野
川
湖

２
・
０
㎎
／
Î
、
秋
元
湖
２
・
９
㎎
／
Î
、
曽
原
湖

２
・
８
㎎
／
Î
、
毘
沙
門
沼
０
・
８
㎎
／
Î
で
あ

り
、
い
ず
れ
の
湖
沼
も
環
境
基
準
（
３
㎎
／
Î
）
を

達
成
し
ま
し
た
。

π
全
窒
素
及
び
全
燐

全
窒
素
は
桧
原
湖
が
０
・
１
㎎
／
Î
、
小
野
川

湖
及
び
秋
元
湖
が
０
・
２
１
㎎
／
Î
、
曽
原
湖

０
・
２
２
㎎
／
Î
、
毘
沙
門
沼
０
・
１
２
㎎
／
Î

で
し
た
。

全
燐
は
、
桧
原
湖
０
・
０
０
３
㎎
／
Î
、
小
野

川
湖
０
・
０
０
４
㎎
／
Î
、
秋
元
湖
及
び
曽
原
湖

が
０
・
０
０
６
㎎
／
Î
、
毘
沙
門
沼
０
・
０
０
３

㎎
／
Î
で
し
た
。

こ
の
う
ち
、
全
燐
に
関
す
る
環
境
基
準
が
設
定

さ
れ
て
い
る
桧
原
湖
、
小
野
川
湖
、
秋
元
湖
に
つ

い
て
は
環
境
基
準
（
０
・
０
１
㎎
／
Î
）
を
達
成
し

ま
し
た
。（
全
窒
素
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
の
湖
沼
に

つ
い
て
も
環
境
基
準
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
）
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平
成
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年
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猪
苗
代
湖
及
び
裏
磐
梯
湖
沼
の

水
質
測
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結
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の
概
要
に
つ
い
て

平
成
13
年
度
の
猪
苗
代
湖
及
び
裏
磐
梯
湖
沼
の

水
質
測
定
結
果
の
概
要
に
つ
い
て

COD：全層75％値 , 全窒素・全燐：表層年平均値



会津若松市�

個
別
生
活
排
水
事
業
の
概
要
と
事
業
施
設
の
背
景

個
別
生
活
排
水
事
業
と
は
、
市
が
小
型
合
併
処

理
浄
化
槽
本
体
を
各
戸
に
戸
別
に
設
置
し
、
維
持

管
理
し
、
使
用
者
か
ら
は
、
公
共
下
水
道
や
農
業

集
落
排
水
事
業
同
様
、
汚
水
を
排
除
し
た
量
に
応

じ
た
使
用
量
を
徴
収
す
る
事
業
、
す
な
わ
ち
生
活

排
水
を
個
別
処
理
す
る
方
式
で
す
。

各
戸
を
下
水
管
で
結
び
、
汚
水
を
終
末
の
処
理

場
に
集
め
て
処
理
す
る
集
合
処
理
方
式
は
、
人
口

が
比
較
的
密
集
す
る
市
街
地
に
は
向
い
て
い
ま
す

が
、
農
業
集
落
の
よ
う
に
一
軒
当
た
り
の
敷
地
面

積
が
広
く
、
集
落
間
の
距
離
が
あ
る
地
域
で
は
、

家
と
家
、
集
落
と
集
落
を
結
ぶ
下
水
管
の
整
備
費

が
か
か
り
す
ぎ
、
一
軒
当
た
り
の
整
備
費
に
す
れ

ば
割
高
に
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

会
津
若
松
市
で
は
、
平
成
十
三
年
度
に
下
水
道

整
備
基
本
構
想
の
見
直
し
を
行
い
、
従
来
、
公
共

下
水
道
全
体
計
画
区
域
、
農
業
集
落
排
水
事
業
整

備
計
画
区
域
ま
た
は
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備

事
業
の
対
象
と
し
て
き
た
区
域
の
う
ち
、
環
境
省

所
管
国
庫
補
助
事
業
で
あ
る
特
定
地
域
生
活
排
水

処
理
事
業
の
対
象
と
な
る
区
域
（
山
村
振
興
法
に

よ
る
振
興
山
村
の
区
域
）
を
処
理
区
域
と
し
て
、

平
成
十
四
年
度
か
ら
個
別
生
活
排
水
事
業
と
し
て

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

事
業
の
対
象
区
域
と
事
業
内
容

対
象
と
な
る
区
域
は
、
当
市
の
猪
苗
代
湖
流
域

で
あ
る
湊
町
の
他
、
大
戸
町
と
東
山
町
で
す
。
対

象
と
な
る
約
一
、
〇
〇
〇
世
帯
の
う
ち
、
既
に
合

併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る
世
帯
を
除
く
約

九
〇
〇
世
帯
が
対
象
と
な
り
ま
す
。「
福
島
県
猪
苗

代
湖
及
び
裏
磐
梯
湖
沼
群
の
水
環
境
の
保
全
に
関

す
る
条
例
」
に
よ
っ
て
新
た
に
窒
素
の
排
出
規
制

が
あ
る
猪
苗
代
湖
流
域
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ

れ
以
外
に
あ
っ
て
も
、
す
べ
て
に
つ
い
て
窒
素
除

去
型
の
高
度
処
理
型
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
し

ま
す
。

ま
た
、
処
理
区
域
内
に
お
い
て
既
に
合
併
処
理

浄
化
槽
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
市
へ
の

無
償
譲
渡
（
寄
付
）
を
条
件
と
し
て
、
市
が
維
持
管

理
す
る
個
別
生
活
排
水
事
業
の
処
理
施
設
と
し
て

位
置
付
け
ま
す
。

さ
ら
に
、
宅
内
の
排
水
設
備
工
事
を
実
施
す
る

際
に
は
、
公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
事
業
同

様
、
水
洗
便
所
改
造
資
金
あ
っ
せ
ん
制
度
を
活
用

で
き
ま
す
。

個
別
処
理
へ
の
移
行
の
メ
リ
ッ
ト

従
来
か
ら
、
個
別
処
理
で
あ
る
合
併
処
理
浄
化

槽
に
つ
い
て
は
、
そ
の
維
持
管
理
が
浄
化
槽
管
理

者
で
あ
る
個
人
ま
か
せ
で
あ
っ
た
た
め
、
浄
化
槽

管
理
者
に
よ
っ
て
は
、
保
守
点
検
、
清
掃
ま
た
は

法
定
検
査
受
検
を
怠
る
等
し
た
結
果
、
合
併
処
理

浄
化
槽
の
機
能
が
充
分
に
発
揮
で
き
な
い
と
い
っ

た
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の

事
業
は
市
が
浄
化
槽
管
理
者
と
し
て
総
合
し
て
維

持
管
理
を
行
う
た
め
、
そ
の
デ
メ
リ
ッ
ト
も
克
服

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

集
落
単
位
で
整
備
を
進
め
れ
ば
、
汚
水
の
集
合

処
理
な
ら
ぬ
面
的
処
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
従
来
の
集
合
処
理
と
比
較
す
る
と
、
第
一

に
、
事
業
実
施
と
同
時
に
効
果
が
す
ぐ
に
現
れ
る

こ
と
、
第
二
に
、「
下
流
か
ら
整
備
の
原
則
」
が
な

く
必
要
な
と
き
に
必
要
な
場
所
で
整
備
で
き
る
こ

と
、
第
三
に
、
宅
内
の
排
水
施
設
工
事
を
希
望
す

る
と
き
に
市
が
浄
化
槽
を
設
置
す
る
の
で
、
ば
く

大
な
投
資
は
し
た
け
れ
ど
継
続
さ
れ
な
い
、
と
い

っ
た
無
駄
が
な
い
こ
と
、
第
四
に
、
整
備
費
が
約

六
分
の
一
、
維
持
管
理
費
が
約
四
分
の
一
で
済
む
、

と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

エゾミソハギは、日の当たる湿地や水辺に生育し、高さ
50～150㎝になるミソハギ科の多年草です。全体に突起状の
短毛を持つのが特徴で、葉には柄がありません。夏から秋
に鮮やかな紅紫色の花をつけ、桧原湖や小野川湖などの湖
畔の湿地に群生しています。

水
中
の
有
機
物
を
酸
化
剤
に

よ
っ
て
化
学
的
に
二
酸
化
炭
素

と
水
な
ど
に
酸
化
分
解
し
、
そ

の
時
に
消
費
さ
れ
る
酸
化
剤
の

量
を
酸
素
の
消
費
量
に
換
算
し

て
表
し
た
も
の
で
す
。
湖
沼
や

海
域
の
有
機
物
に
よ
る
水
質
汚

濁
を
測
る
代
表
的
な
指
標
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、

Ｃ
Ｏ
Ｄ
の
値
が
小
さ
い
ほ
ど
水

質
は
良
好
で
あ
る
こ
と
を
示
し

ま
す
。

猪苗代湖及び裏磐梯湖沼の自然

○協議会ホームページの開設
協議会の活動や猪苗代湖及び裏磐梯湖沼の水

環境保全に関する情報を広く発信するため、ホ
ームページを本年４月から開設しましたので、
ご覧ください。
■ホームページアドレス
http://www.ht-net21.ne.jp/̃kosuikyo/

○水環境フォーラムに参加を
流域内の水環境保全を図ることを目的として、
活動事例発表や特別講演からなるフォーラムを
開催しますのでお知らせします。
・日時 平成14年11月13日π

午後１時から３時30分まで
・場所 ホテルリステル猪苗代

●
協
議
会
で
は
、
本
年
３
月
に
制
定
さ

れ
た
水
環
境
保
全
条
例
の
理
念
の
も
と
、

「
き
ら
め
く
水
の
ふ
る
さ
と
磐
梯
」

湖
美
来

み
ず
み
ら
い

基
金
の
創
設
な
ど
、
水
環
境
保

全
の
取
組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
皆
様
の
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
会
報
紙
「
湖
沼
環
境
だ
よ
り
」
に
つ
い

て
は
、
水
環
境
保
全
基
金
の
創
設
を
契

機
に
今
回
か
ら
「
湖
美
来

み
ず
み
ら
い

通
信
」
と
し
て

発
行
し
ま
し
た
の
で
、
引
き
続
き
御
愛

読
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
身
近
な
話

題
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

湖
沼
の
水
生
植
物
④

エ
ゾ
ミ
ソ
ハ
ギ

COD
（化学的酸素要求量）

編

集

後

記

i n f o r m a t i o n


